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１．はじめに プラセオジム(Pr
3+

)を添加した Waterproof Fluoro-aluminate Glass Fiber (以下，

Pr:WPFGF)は，医療応用(眼科)及びレーザーディスプレイやプロジェクターなどの表示機器へ

の応用が可能な可視域の多波長発振が可能な材料である．我々はこれまでに Pr:WPFGFの両端

面に誘電体多層膜をコーティングした共振器を，波長 444nmの GaN-LD で励起することで，1W

以上の青緑 493nm，緑色 522nm及び赤色 638nmを得ることに成功している[1-3]．本報告では，

これまでに得られている実験結果を基に，638nmの共振器の設計を行い，発振出力の向上を目

指した実験結果と理論検討について報告する． 

 

２．実験・結果 Pr:WPFGF には Pr
3+を 3,000ppm添加し，コア径は LD のエミッタサイズ及び出

射 NAとのマッチングより 14μmを用いた．有効長は励起光の吸収率の向上を目的として，従

来の 40mm(吸収率 74.9%)から 60mm(吸収率 96.0%)に変更した．最大励起強度時に出力が最大

となるように，共振器ミラーの反射率を最適化し，出射面の反射率を 60%@638nmとした． 

   励起光の入射ピーク強度 4.7W(パルス駆動(duty50%))までの入出力特性を Fig. 1 に示す．最

適化前の 638nm(図中○)と比較して，最大出力は 0.43W 向上し，赤色 638nm の発振閾値は

194mW，最大出力 1.80W が得られた．赤色の発振スペクトルはピーク波長 638.6nm(半値全幅

1.9nm)であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．まとめ 本実験結果より励起光源の強度と吸収率及び励起密度に合った共振器ミラーの反射

率を設計することで 1.8W@638nm光が得られ，眼科医療応用(光凝固装置)への実用可能な出力

を得ることが出来た． 

  共振器設計時に試算した励起強度 4.7W 時に得られる理論上の最大出力は 2.2W であり，

0.4W(18.1%)の差がある．638nmに対する Pr
3+の蛍光強度は温度が上昇することで，蛍光強度は

低下する．Pr:WPFGF の内部損失よりレーザー媒質の温度が上昇し，蛍光強度が低下した事が

原因と考えられる．共振器設計時には Pr
3+の蛍光強度の温度依存性は考慮していない． 

同様に 493nm及び 522nmにおいても共振器を最適化することで，理論上 2W 以上の出力が

得られると考えられる． 
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Fig. 1 Output characteristics of Pr:WPFGF laser 
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